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別
院
と
の
最
初
の
ご
縁
は
、
得
度
考
査
で
し
た
。
前

日
に
抜
歯
を
し
て
、顔
を
腫
ら
し
な
が
ら
考
査
を
受
け
、

考
査
の
内
容
な
ど
全
く
思
い
出
す
こ
と
が
で
き
ず
、「
歯

が
痛
か
っ
た
」
こ
の
記
憶
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
今
で
も

歯
科
に
通
院
す
る
た
び
そ
の
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。 

時
が
経
っ
て
、
教
師
資
格
を
取
得
す
る
た
め
に
真
宗

学
院
に
三
年
間
通
学
、
そ
こ
か
ら
別
院
と
の
ご
縁
が
深

く
な
り
、今
で
は
研
修
・
勉
強
会
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

別
院
お
取
り
越
し
の
お
手
伝
い
、
法
話
講
師
な
ど
、
ま

さ
か
こ
こ
ま
で
ご
縁
が
で
き
る
と
は
思
い
も
よ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。 

中
で
も
、
冷
や
汗
を
か
き
な
が
ら
の
真
宗
学
院
の
進

級
試
験
（
学
生
時
代
を
思
い
出
し
ま
た
）、
お
取
り
越
し

の
お
斎
に
出
て
く
る
南
蛮
味
噌
の
味
（
普
通
の
辛
さ
と

思
っ
て
い
ま
し
た
）、
法
話
で
は
、
当
日
に
大
雪
警
報
が

出
て
、
深
夜
に
大
雪
の
中
向
か
っ
た
こ
と
な
ど
は
、（
夜

中
の
降
雪
時
で
の
移
動
の
恐
ろ
し
さ
）
今
で
は
良
い
思

い
出
で
す
。 

特
に
二
〇
一
五
年
五
月
の
「
宗
祖
親
鸞
聖
人
七
百
五

十
回
忌
御
遠
忌
法
要
」
で
の
お
手
伝
い
は
、
一
番
印
象

に
残
っ
て
い
ま
す
。旧
御
堂
に
飾
っ
て
い
た
前
回
の「
七

百
回
忌
御
遠
忌
法
要
」
の
写
真
。
当
時
の
白
黒
の
写
真

を
観
て
、
三
条
別
院
の
歴
史
を
感
じ
ま
し
た
し
、
な
に

よ
り
大
切
な
儀
式
の
お
手
伝
い
が
出
来
た
事
、
新
た
な

歴
史
の
一
ペ
ー
ジ
を
担
っ
た
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

そ
の
際
、
自
坊
の
ご
門
徒
さ
ん
と
の
話
を
思
い
だ
し
ま

し
た
。
自
坊
は
新
潟
市
内
で
、
別
院
に
行
く
に
は
、
簡

単
に
参
詣
で
き
な
い
距
離
で
す
。
ご
年
配
の
ご
門
徒
さ

ん
な
ど
は
、
一
緒
に
参
詣
す
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い

る
方
も
い
ま
す
。
三
条
に
所
縁
の
か
た
も
多
く
、
お
茶

を
飲
み
な
が
ら
別
院
と
の
ご
縁
を
話
し
て
く
れ
、
中
に

は
七
十
年
以
上
前
の
話
を
し
て
く
れ
る
人
も
い
ま
す
。 

今
後
別
院
と
の
ご
縁
が
、
ど
の
よ
う
に
広
が
る
か
、

楽
し
み
で
す
。
得
度
考
査
で
は
、
声
明
の
基
本
も
わ
か

ら
ず
、
も
う
別
院
に
行
く
こ
と
も
な
い
だ
ろ
う
と
思
い

ま
し
た
。
今
で
は
、
す
っ
か
り
声
明
研
鑽
を
し
な
け
れ

ば
と
、
強
く
感
じ
、
別
院
を
訪
れ
ま
す
。 

こ
れ
か
も
様
々
な
ご
縁
を
大
切
に
し
て
け
れ
ば
と
想

い
ま
す
。 

 

照
光 

雅
能 
氏 

（
第
二
十
組
照
大
寺
） 

 

▲
照
光
氏
は
真
宗
学
院
第
二
期
卒
業
生
で
あ
り
、
三
条
別
院
の
お
取

り
越
し
報
恩
講
で
は
掛
役
と
し
て
加
勢
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
本
人
曰
く
、「
歌
は
苦
手
だ
が
踊
る
の
は
得
意
だ
」
と
い
う
こ

と
で
、
夜
の
懇
親
会
を
は
じ
め
と
し
て
、
常
に
ム
ー
ド
メ
ー
カ
ー
の

役
割
を
果
た
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
か
つ
真
面
目
な
人
柄
で
、
別
院

の
朝
の
人
生
講
座
や
御
命
日
の
つ
ど
い
の
法
話
を
お
願
い
し
た
り
、

本
文
に
あ
る
よ
う
に
声
明
の
研
鑽
に
も
力
を
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

      

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

          

  

○
次
回
の
「
三
条
別
院
に
想
う
」
は
、 

 

後
藤
光
晴
氏
（
後
藤
経
装
）
よ
り 

ご
執
筆
い
た
だ
き
ま
す
。 

   

八
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
恒
例
の
朝
の
人

生
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
病
」。
二
十

代
僧
侶
、
三
十
代
僧
侶
、
四
十
代
僧
侶
、
五
十
代
僧
侶
の

皆
さ
ん
に
、
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
福
田
拓
哉
氏
（
新

潟
市
南
区
福
圓
寺
）「
闘
と
共
」、
塚
本
智
秀
氏
（
新
潟
市

南
区
等
運
寺
）「
病
が
み
え
な
い
」、 

 
三
条
別
院
に
想
う 

 

【お取り越し報恩講で早朝６時に梵鐘を撞く照光氏】 

朝

の

人

生

講

座

報

告 



                 

井
上
知
法
氏
（
長
岡
市
願
性
寺
）「
病
む
ほ
ど
の
責
任
と

無
責
任
と
云
う
病
」、
鏑
木
智
子
氏
（
新
潟
市
中
央
区
勝

樂
寺
衆
徒
）「
種
々
に
善
巧
方
便
し
」。
同
時
に
二
〇
一
七

年
か
ら
中
央
商
店
街
の
コ
ロ
ネ
ッ
ト
に
協
力
し
て
い
た

だ
き
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
パ
ン
と
牛
乳
を
朝
食
と
し
て
配
布

し
て
い
ま
す
。
今
年
は
三
条
市
役
所
健
康
づ
く
り
課
食
育

推
進
室
か
ら
「
共
食
（
き
ょ
う
し
ょ
く
）」
を
提
案
し
て

い
た
だ
き
、
残
っ
て
い
た
だ
け
る
参
詣
者
と
法
話
講
師
・

輪
番
・
職
員
で
旧
御
堂
で
パ
ン
と
牛
乳
を
食
べ
ま
し
た
。

従
来
か
ら
「
法
話
講
師
に
質
問
の
時
間
を
設
け
て
ほ
し

い
」
と
い
う
要
望
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
共
食
の
試

み
に
よ
っ
て
、
講
師
に
親
し
く
い
ろ
い
ろ
な
お
話
を
聞
く

こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
参
詣
者
が

そ
れ
ほ
ど
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
し
か
し
確
実

に
関
わ
る
人
々
が
増
え
て
き
た
と
感
じ
ま
す
。
そ
し
て
こ

ち
ら
か
ら
の
発
信
で
は
な
く
、
三
条
市
が
「
朝
の
人
生
講

座
を
共
食
の
会
場
に
し
ま
せ
ん
か
！
」
と
別
院
ま
で
足
を

運
ん
で
提
案
し
て
く
れ
た
こ
と
は
、
別
院
が
気
軽
に
声
を

か
け
る
こ
と

の
で
き
る
存

在
に
な
り
つ

つ
あ
る
こ
と

で
あ
り
、
そ
し

て
共
食
の
会

場
に
な
る
こ

と
で
、「
だ
れ

で
も
入
り
や

す
い
場
」
と
な

る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う

か
。 

 

 

  

九
月
二
十
四
日
か
ら
二
十
六
日
ま
で
、
三
条
別
院
秋

彼
岸
会
・
朝
の
人
生
講
座
を
勤
修
い
た
し
ま
す
。 

九
月
の
朝
の
人
生
講
座
の
テ
ー
マ
は
昨
年
に
引
き
続
き

「
煩
悩
」。
講
師
が
歩
ん
で
き
た
人
生
の
中
で
、
仏
教
が

明
ら
か
に
し
て
き
た
煩
悩
が
ど
う
聞
こ
え
て
き
た
の
か

等
、
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。
三
人
の
講
師
に
、
そ
れ

ぞ
れ
「
む
さ
ぼ
り
」、「
い
か
り
」、「
お
ろ
か
さ
」
に
つ

い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。 

◆
日 

時 

九
月
二
十
四
日
（
火
）
～
二
十
六
日
（
木
） 

午
前
六
時 

 
 
 

晨
朝 

人
生
講
座 

午
前
十
時
よ
り 

 

日
中
法
要
（
二
十
五
日
永
代
経
総

経
） 

午
後
一
時
三
十
分
よ
り 

逮
夜
法
要 

◆
場 

所 

三
条
別
院
本
堂 

◆
講
師 

二
十
四
日 

 

人
生
講
座 

金
子 

光
洋 

氏
（
高
田
教
区
最
賢
寺
） 

逮
夜
法
要 

土
屋 

真 

氏
（
第
十
五
組 

淨
照
寺
） 

午
後
三
時 

掛
け
軸
の
扱
い
方
の
講
話
と
講
習 

 
 

後
藤 

光
晴 

氏
（
後
藤
経
装
） 

二
十
五
日 

 

人
生
講
座 

石
塚 

祐
堂 

氏
（
第
十
五
組 

長
泉
寺
） 

日
中
法
要
・
逮
夜
法
要 

柳
衛
悠
平 

 

（
岡
崎
教
区
成
真
寺
） 

二
十
六
日 

 

人
生
講
座 

遠
藤 

博
子 

氏（
第
二
十
二
組 

等
覺
寺
） 

日
中
法
要 

柳
衛
悠
平 

氏 

◎
柳
衛
さ
ん
は
、
学
習
院
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
の
博
士
課

程
修
了
後
、
一
般
企
業
勤
務
を
経
て
、
財
団
法
人
本
願
寺
維
持
財
団

（
現
本
願
寺
文
化
興
隆
財
団
）
に
就
職
し
、
得
度
を
し
て
法
務
を
学

ば
れ
、
退
職
お
よ
び
僧
籍
返
上
の
後
、
公
益
財
団
法
人
仏
教
伝
道
協

会
に
て
仏
教
書
の
出
版
事
業
に
従
事
さ
れ
て
、
真
宗
大
谷
派
で
人
生

二
度
目
の
得
度
を
さ
れ
た
と
い
う
異
色
の
経
歴
の
持
ち
主
で
す
。
節

談
説
教
の
研
鑽
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

       

【福田氏（右上）、塚本氏（右下）、井上氏（左上）、鏑木氏（左下）】 

秋

彼

岸

会

の

ご

案

内 

【共食の場＝三条別院旧御堂にて】 



▲
九
月
二
十
五
日
に
老
舗
料
亭
松
木
屋
の
精
進
弁
当
（
聖
人
と
ゐ
な

か
の
ひ
と
び
と
）
を
冥
加
金
二
千
円
で
用
意
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご

希
望
の
方
は
九
月
二
十
日
（
金
）
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

▲
人
生
講
座
終
了
後
、
パ
ン
と
牛
乳
を
お
配
り
し
ま
す
。
今
回
も
本

町
の
「
ベ
ー
カ
リ
ー
＆
ス
イ
ー
ツ 

コ
ロ
ネ
ッ
ト
」
で
朝
の
人
生
講

座
コ
ラ
ボ
パ
ン
先
着
五
十
名
）
を
作
成
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

▲
秋
彼
岸
会
期
間
中
九
時
か
ら
十
六
時
ま
で
、
書
院
に
て
軸
物
を
中

心
と
し
た
三
条
別
院
の
法
宝
物
等
の
御
虫
干
し
を
行
い
ま
す
。 

 

  

宗
祖
親
鸞
聖
人
の
御
命
日
で
あ
り
ま
す
毎
月
二
十
八

日
に
、「
御
命
日
の
つ
ど
い
」
を
本
堂
に
て
、
日
中
法
要

と
法
話
、そ
の
後
、座
談
会
の
場
を
開
い
て
お
り
ま
す
。 

ど
な
た
で
も
お
参
り
い
た
だ
け
ま
す
。
皆
様
の
ご
参

詣
を
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。 

な
お
、
前
日
（
二
十
七
日
）
は
お
逮
夜
法
要
を
、
午

後
一
時
三
十
分
よ
り
お
勤
め
し
て
お
り
ま
す
。 

 ◆
日 

時 

九
月
二
十
八
日
（
土
）
午
前
十
時
よ
り 

◆
会 

場 

三
条
別
院 

本
堂 

◆
お
勤
め
（
御
命
日 

日
中
法
要
） 

文
類
偈 

行
四
句
目
下 

念
仏
讃 

淘
五 

 
 
 
 

和 

讃 

回
口 

次
第
六
首 

 
 
 
 

回 

向 

願
以
此
功
徳 

 

◎
今
月
の
法
話
講
師 

村
手
淳
史 

氏
（
第
二
十
組
光
圓
寺
）
～ 

『
歎
異
抄
』
に
聞
く
～
【
第
三
章
】 

 

◆
今
後
の
講
師
一
覧 

 

十
月 

八
田
裕
治 

氏
（
第
十
七
組
淨
福
寺
）【
第
四
章
】 

十
一
月 

安
原
陽
二 

氏
（
第
十
二
組
安
淨
寺
）【
第
五
章
】 

十
二
月 

北
島
栄
誠 

氏
（
第
十
一
組
長
福
寺
）【
第
六
章
】  

 

▲
法
話
の
記
録 

【
廣
河
が
「『
歎
異
抄
』
に
聞
く
」
を
聞
く
】
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
更
新
し
て
お
り
ま
す
。 

http://sanjobetsuin.or.jp/ 

   

毎
月
十
三
日
の
前
門
首
の
ご
命
日
（
両
度
の
命
日
）
に

行
っ
て
い
る
定
例
法
話
会
を
左
記
の
通
り
開
催
い
た
し

ま
す
。
今
回
は
報
恩
講
実
行
委
員
が
講
師
で
す
！ 

◆
日 

時 

毎
月
十
三
日 

 

※
八
月
、
一
月
は
除
く 

午
後
一
時
三
十
分
よ
り
（
一
時
間
程
度
） 

◆
場 

所 

三
条
別
院 

旧
御
堂 

九
月
：
長
田 

 

暢 

氏
（
第
十
六
組
善
興
寺
） 

十
月
：
山
宮 

修
霊 

氏
（
第
十
五
組
永
閑
寺
） 

十
一
月
：
廣
瀬 

清
和 

氏
（
第
二
十
二
組
淨
念
寺
） 

十
二
月
：
安
原 

陽
二 

氏
（
第
十
二
組
安
淨
寺
） 

◆
テ 

ー 

マ
：「
別
院
の
報
恩
講
を
勤
め
る
と
い
う
こ
と
」 

   

○
別
院
声
明
教
室
（
全
五
回
・
途
中
参
加
可
能
） 

〔
月
一
回
、
午
後
六
時
～
八
時
〕 

八
月
二
十
九
日
（
木
）、
九
月
十
日
（
火
）
十
月
二
十
一
日
（
月
）、

十
一
月
十
八
日
（
月
）、
十
二
月
五
日
（
木
） 

講
習
内
容 

真
宗
大
谷
派
勤
行
集(

赤
本) 

講 

師 

多
田 

誓 

氏
（
第
十
組
專
德
寺
） 

参
加
費 

五
〇
〇
円
／
回 

○
別
院
書
道
教
室
（
生
徒
急
募
！
！
） 

〔
月
二
回
第
二
、
第
四
水
曜
日
、
午
後
六
時
三
十
分
～
八
時
〕 

講
師 

木
原
光
威
氏
（
新
潟
県
書
道
協
会
理
事
） 

 

月
謝 

二
七
〇
〇
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
） 

   

○
庭
講
［
毎
月
十
三
日
］ 

ご
一
緒
に
別
院
の
お
庭
を
整
備
し
て
い
き
ま
せ
ん
か
？ 

○
花
講
・
三
条
別
院
有
志
の
会 

 

花
講
は
別
院
の
立
花
を
、
有
志
の
会
は
別
院
行
事
に
併
せ
た
奉

仕
活
動
や
季
節
ご
と
の
懇
親
会
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

○
三
条
別
院
巡
回 

 

三
条
別
院
か
ら
御
本
尊
（
絵
像
）
を
お
迎
え
し
て
、
聞
法
会
を

開
催
し
ま
せ
ん
か
？  

◆
◆
編
集
後
記
◆
◆ 

食
べ
る
こ
と
。
人
間
の
三
大
欲
求
に
し
て
生
活
の
基

本
と
も
い
え
る
。
今
回
朝
の
人
生
講
座
に
際
し
て
、
三

条
市
役
所
さ
ん
の
提
案
で
導
入
し
た
「
共
食
」
だ
が
、

非
常
に
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
人
間
の
営
み
に
お
い
て
、 

「
食
」
は
様
々
な
シ
ー
ン
で
ク
ォ
リ
テ
ィ
を
求
め
ら
れ

る
。
家
族
の
団
欒
や
接
待
、
友
達
と
遊
ぶ
と
き
や
デ
ー

ト
等
、
そ
こ
に
彩
り
を
加
え
た
い
と
き
に
非
常
に
重
要

な
要
素
だ
ろ
う
。
伝
え
た
い
こ
と
は
、
食
べ
物
そ
の
も

の
も
勿
論
の
こ
と
な
が
ら
、
そ
の
環
境
、
雰
囲
気
が
大

事
だ
と
い
う
こ
と
だ
。
上
記
に
挙
げ
た
例
も
、
自
分
だ

け
で
な
く
、
他
の
誰
か
と
関
わ
っ
て
い
る
、
そ
こ
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
。
同
じ
釜
の
飯
を
食
う
仲

と
い
う
言
葉
も
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
食
と
い
う
の
は
、

私
た
ち
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、
生
活
の

は
じ
ま
り
な
の
だ
。 
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わがこころよければ往 生
おうじょう

すべし 

とおもうべからず 

『親鸞
し ん ら ん

聖人
しょうにん

血脈
けちみゃく

文集
もんじゅう

』 親鸞
し ん ら ん

聖人
しょうにん

 

You should not think that you deserve to attain 
birth because you are good. 

Letters of  the Tradition, Shinran Shōnin  

 

地震・豪雨により被害を受けられた皆様に 

謹んでお見舞い申し上げます 

教区内有縁の皆様にご協力をお願いしておりました北海

道胆振東部地震救援金につきましては、受付を終了いたし

ました。総額で 1,221,715 円を教区内の皆様方よりお寄せい

ただきました。全額を宗派の救援金口座に送金をいたしまし

た。長い間御協力いただき、誠にありがとうございました。  
災害支援実行委員会の活動にご協力ください 

主に春と夏の保養事業を活動内容としております災害支援

実行委員会の活動資金収入であります災害救援・復興カンパ

金につきまして、2019 年度においても引き続き勧募いたしま

す。今後とも皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。 

このたび、宗派では困難な状況に直面している被災地

や被災者の方へ１日も早く宗派救援金をお届けするため、

災害の種類や発生の有無に関わらず、「災害救援金口座」

を設けて対応していくこととなりました。 

つきましては、将来発生する災害へ備える支援として、

災害救援金へのご協力を何卒よろしくお願いいたします。  
真宗大谷派災害救援金口座 

【郵便振替口座番号】 00920-3-203053 

【加入者名】 真宗大谷派   

 

 仏青交流研修会            開催案内 同封 

◆副 題 お坊さんはスパ研にいる 

◆期 日 2019 年 8/31(土）、9/21（土）、10/12（土）、11/16

（土）、12/21 （土） 各日 17：30～20：00 

◆場 所 三条スパイス研究所 

◆対 象 どなたでも 

◆問合せ 三条教務所（担当：天兒） 

 教区坊守研修会               開催案内 既送 

◆日 時 2019 年 9 月 5 日（木） 10:30～15:00 

◆会 場 三条別院 

◆講 師 真城義麿氏（真宗大谷学園専務理事） 

◆対 象 坊守・前坊守・若坊守・准坊守 

◆参加費 1,500 円（研修冥加金、昼食代、お茶菓子代） 

◆申込み 各組坊守会長へ 8 月 29 日（木）まで 

 秋季声明講習会              開催案内 同封 

◆日 時 2019 年 9 月 30 日（月） 9:45～16:00 

◆会 場 三条別院 

◆講 師 泉 康夫氏（本山 堂衆） 

◆対 象 僧侶 

◆参加費 500 円 

◆申込み 不要 

◆問合せ 三条教務所（担当：天兒） 

 「靖国問題」基礎講座           開催案内 同封 

◆日 時 2019 年 10 月 7 日（月） 14:00～17:00 

◆場 所 三条別院 

◆講 師 新野和暢氏（真宗大谷派教学研究所嘱託研究員） 

◆テーマ 「念仏者と戦争責任」 

◆対 象 どなたでも。申込不要。 

◆参加費 500 円 

◆問合せ 三条教務所（担当：西村） 

 若者教化学習会              開催案内 同封 

◆期 日 2019 年 10 月 10 日(木）  

◆場 所 教区同朋会館 

◆対 象 青年教化に資する人 

◆参加費 500 円 

◆問合せ 三条教務所（担当：天兒） 

 長岡地区女性研修会           開催案内 同封 

◆日 時 2019 年 10 月 16 日（水） 10:00～15:30 

◆場 所 第 11 組（寺泊）養泉寺 

◆講 師 齊藤 研氏（第 15 組正樂寺、教化ｾﾝﾀｰ副主幹） 

◆テーマ 「正信偈に学ぶ」～人身受け難し～ 

◆対 象 どなたでも 

◆参加費 1,500 円（昼食、お菓子代含む） 

◆問合せ 三条教務所（担当：結城） 

 推進員研修会                  開催案内 同封 

◆日 時 2019 年 10 月 22 日（火・祝）14：00～16：30(予定) 

◆場 所 第 10 組光圓寺（柏崎市東本町 1-13-14） 

 電話 0257-22-2049 

◆講 師 平出文勇氏 (高田教区第 7 組願生寺住職） 

 平出京子氏 (同上 坊守） 

◆講 題 「願生寺の歴史と三条別院誕生秘話について」 

三条教区通信 
第１４４号 

発行日  ２０１９年８月２９日 
発行者  三条教務所長 森田成美 
発行所  真宗大谷派三条教務所 
        〒955-0071 三条市本町 2 丁目 1-57 
 Tel (Fax): 0256-33-2805 (2847) 

Email: sanjo@higashihonganji.or.jp  
Webｻｲﾄ: http://sanjobetsuin.or.jp/ 

今 月 の 法 語 
〔真宗教団連合『法語カレンダー』より〕 

三条教区災害対策委員会のお知らせ 

研 修 会 の ご 案 内 
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 「地域のお寺としての実践活動について」 

◆対 象 どなたでも。申込不要。 

◆参加費 500 円 

◆その他 別途希望者で研修会終了後懇親会を行います。

また宿泊先の手配も承ります。詳しくはお問い合

わせください。 

◆問合せ 三条教務所（担当：髙田）  

 
 髙田直来 

私はスパイスカレーが大好きで、上山した際などに幸いに

も時間に余裕があれば本場、大阪本町まで足を延ばしカレ

ー屋巡りをしたりする。カレー屋巡りというと呑気な趣味のよう

な気もするが、こちらとしては限られた貴重な時間と身銭を割

いているわけで、どちらかというとカレーに込められた作り手

の哲学の解明を試みる真剣勝負の研究活動である。スパイス

カレーは素材やスパイスの組み合わせで作り手の個性が如

実に表れる料理であり、私の好みのタイプは〈暴力的なまで

に強力なスパイス+油控えめのサラサラ系+系統の違う複数の

副菜〉といったところか(だれも聞いていないって)。食後数時

間～翌日までも余韻が残るような中毒性の高いカレーが好き

だ▼誰トク？とツッコみが入ることマチガイなしのこんな話をし

た理由。それは東三条駅前にあるカレーの名店について今

回お伝えしたかったからだ。その名も「華園」。中華料理屋的

な名前のカレー屋…ではなく正真正銘の中華料理屋である。

そう、中華料理屋が本格カレーを提供してくれるのだ▼その

いわれは 1964 年東京オリンピックまでさかのぼる。五輪選手

村で新潟県代表の料理人として参加していたのが小沼克彦

氏。同氏は来日していたインド･ニューデリーホテルの料理長

から腕を認められ、インドカレーのレシピを伝授された。そし

て五輪後も自身が腕を振るっていた新潟市の「広東飯店」で

そのカレーを提供し続け、各所から高い評価を得ていたそう

だ。三条の華園の料理人はその広東飯店で修業を重ね、中

華料理の技術と「五輪カレー」のレシピを習得し、今現在提供

を続けている。広東飯店は残念ながらもう閉店してしまったが、

その伝説のカレーを味わえる貴重なお店の 1 つが華園なの

である▼この五輪カレーの伝統は今も大切にされており、三

条市界隈で国際大会前に合宿を行う各国の代表選手団に振

る舞われたりするそうだ。私が先日食べに行った際も、翌日

はコソボ代表柔道チーム(リオ五輪の金メダリスト含む)にカレ

ーを提供しにいくと言っていた。ちなみにその金メダリストは

後日世界選手権準決勝で惜しくも(？)阿部詩選手に敗れ、銅

メダルに終わったが、正々堂々とした雄姿を見せてくれた。

三条市は 2020 年東京五輪でもコソボ柔道チームのホストタウ

ンになっているそうなので、来年もぜひ五輪カレーを食べて

活躍してほしいところだ▼「食の力」というのは凄まじい。AR

や VR といった技術革新によって様々な体験を実際に現地に

足を運ばなくても自宅に居ながらできるようになりつつある。

最近ではスマホで墓参りなんてことも登場し、もはや墓参りの

概念すらも揺らぎ始めている。その一方で「味わう体験」は実

際にその場に行かないと享受することができない特別なもの

なのではないかと思う。そういった点でストーリー性や味も含

めて、「食の力」満載の華園の五輪カレーは、他にはない三

条の強みなのではないかと思う。ぜひご賞味あれ。 

 

◎「三条教区宗祖親鸞聖人御誕生八百五十年・立教開

宗八百年慶讃事務所」の看板が設置されました。 

 
三条教区同朋会館玄関にて 左から堀川秀道教区会副議長、青木 仁教区会議
長、田伏研二教区門徒会会長、廣井 肇教区門徒会副会長、森田成美教務所長 

去る 7月 24日、2023年にお迎えする宗祖親鸞聖人御誕

生八百五十年立教開宗八百年慶讃法要に向けて、三条教

区慶讃事業事務所の看板を、教区同朋会館前に教区会正

副議長・教区門徒会正副会長に設置いただきました。慶讃

事業テーマ「南無阿弥陀仏 人と生まれたことの意味をた

ずねていこう」のもと今後取組が進められます。慶讃法要の

概要については『同朋新聞』7 月号をご覧ください。 

◎着任のご挨拶 

8 月 1 日より三条教務所書記補を拝命

いたしました、三重教区 員弁組（いなべ

そ）淨泉寺の水野一行（みずの かずみち）

です。三条教務所に来て、半月程経ちま

したが今年の 3 月に大谷大学を卒業した

ため、宗務役員としての日も浅く、今まで

新潟へ来たことがなく、三条教区のことも

全く知らない中で配属となりましたので、

分からないことや不安がまだまだあります。しかし、その一方

で気になっている、楽しみにしていることも幾つかあります。 

まずは三条教区での浄土真宗の意識であります。四国

教務所での実習を通して、地域によって人との繋がりや意

識が大きく違っていたことを感じました。三条は三重や四国

より寺院、門徒数が多いと聞きますので、どのようになって

いるかが気になります。 

次に三条教区ならではの教化活動に貢献していきたい

ことです。特に三条真宗学院は印象に残っています。今年

2 月の後期教師修練で何人かの学院生の方と交流する機

会がありました。そこでの話を聞いて、どのような学びをして

いるのか、学院生同士の繋がりはどのような感じなのかと、

とても気になりました。三条教区での教化活動を通して良い

所を他教区にも伝えていければ良いなと私は思います。 

宗務役員になるにあたって私の父は「宗務役員になって

からが学びの出発点だ」と言っていました。実際、半月程で

すが、新しい学びを得ることがありました。前任の宇佐美さ

んや、教務所実習で来ていた大山さんに比べると多くの

駐 在 教 導 の つ ぶ や き 

教 務 所 か ら の お 知 ら せ 
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方々の足を引っ張るかもしれません。しかし、父の言葉を信

じて少しずつですが学んでいき、三条教務所員として頑張

っていきたいです。余談ではありますが、大谷大学でワンダ

ーフォーゲル同好会に所属していたので登山に誘ってい

ただくと凄く嬉しいです（笑）。 

◎2019 年 年間書（法語カレンダー等）注文のお知らせ 

本紙同梱の「注文書」またはお電話で三条教務所へご

注文ください。 

ご注文後の内容変更は、以下の期間内お受付します。  
 配達時期 注文内容変更締切 

10 月 20 日（日）までの配達 9 月 6 日（金）15 時まで 

11 月 20 日（水）までの配達 9 月 27 日（金）15 時まで 

12 月 10 日（火）までの配達 10 月 31 日（木）15 時まで   
今後、年間書の取り扱いは 2020 年から本山一括管理となり、

毎年決められた部数をお届けする定期購読制に変わります。 

◎教区・別院行事予定  日程は変更される場合があります。 

2019 年 

9/3（火） 14:00 

 16:00 

 17:30 

青少年 3 部門全体会議 

教行信証輪読会 

ボランティア研修会 

9/4（水） 10:00 推進員連絡協議会役員会 

9/5（木） 9:30 

 10:30 

ｼｱﾀｰｻﾝｼﾞｮｰｺﾞﾎﾞｰ稽古 

教区坊守研修会 

9/7（土） 13:30 

 14:00 

第 20 組前期教習① 

真宗学院 

9/9（月） 14:00 

 13:00 

保育研究部会 

女性助音習礼顔合わせ 

9/10（火） 18:00 別院声明教室 

9/11（水） 13:30 

 

 18:30 

「結の会」若坊守・准坊守のつどい実

行委員会 

別院書道教室 

9/12（木） 9:30 

 14:00 

 

 16:00 

ｼｱﾀｰｻﾝｼﾞｮｰｺﾞﾎﾞｰ稽古 

組織部会（教区改編地方協議会） 

教化ｾﾞﾝﾀｰ 

声明講習会部門会議 

9/13（金） 10:00 定例法話・庭講・有志の会 

9/14（土） 14:00 真宗学院 

9/17（火） ～18 日（水） 三条高田教区門徒会研修 

9/18（水） 14:00 

 18:00 

靖国問題研修会部門会議 

別院書道教室 

9/19（木） 9:30 

 14:00 

 

ｼｱﾀｰｻﾝｼﾞｮｰｺﾞﾎﾞｰ稽古 

保育協会理事会・総会 

教化ｾﾝﾀｰ 

9/20（金） 14:00 

 

 18:00 

財務部会（教区改編地方協議会）於

高田教務所 

あかり物語・あかりｺﾝｻｰﾄ 

9/21（土） 17:30 仏青交流研修会＠三条ｽﾊﾟｲｽ研究所 

9/22（日）  和太鼓ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ＆ﾊﾞﾙ街（三条市） 

9/24（火）  ～26 日（木） 別院秋彼岸会 

9/25（水） 16:00 化身土巻輪読会 

9/26（木） 13:30 

 14:00 

報恩講合唱団練習① 

企画委員会、教化ｾﾝﾀｰ 

9/27（金） 13:30 宗祖御命日逮夜法要 

 

 14:00 

教区坊守会役員会 

教化部会（別院報恩講実行委員会） 

9/28（土）  

 

 10:00 

 14:00 

～29 日（日）第 30 回切手まつり新

潟県央（日本郵趣教会）於書院 

宗祖御命日日中法要 

真宗学院 

9/30（月） 9:45 秋季声明講習会 

10/2（水） 14:00 組織部会（教区改編地方協議会）於高田 

10/3（木） 9:30 

 15:00 

 13:00 

ｼｱﾀｰｻﾝｼﾞｮｰｺﾞﾎﾞｰ稽古 
助音習礼①（別院報恩講） 
女性助音習礼① 

10/4（金） 14:30 別院教化審議会 
10/5（土） 13:30 

 

 14:00 

～6 日（日）中央大学法学部通信教育

課程学習会 

真宗学院 

10/7（月） 14:00 「靖国問題」基礎講座 

10/8（火） 14:00 

 13:30 

 15:00 

財務部会（教区改編地方協議会） 
報恩講合唱団練習② 
助音習礼②（別院報恩講） 

10/9（水） 14:]00 

 16:00 

 18:30 

報恩講儀式作法講習会 
掛役習礼（別院報恩講） 
別院書道教室 

10/10（木） 9:30 

 14:00 

ｼｱﾀｰｻﾝｼﾞｮｰｺﾞﾎﾞｰ稽古 
青年教化学習会、教化ｾﾝﾀｰ 

10/12（土） 14:00 真宗学院 
10/16（水） 10:00 長岡地区女性研修会（11 組寺泊養泉寺） 

10/17（木） 9:30 

 14:00 

ｼｱﾀｰｻﾝｼﾞｮｰｺﾞﾎﾞｰ稽古 
教化ｾﾝﾀｰ 

10/18（金） 13:00 女性助音習礼② 
10/19（土）  

 14:00 

～20 日（日）三条宗徧流茶会 

真宗学院 
10/20（日） 10:00 

 12:00 

ｼｱﾀｰｻﾝｼﾞｮｰｺﾞﾎﾞｰ全体稽古 
三条宗徧流茶会 

10/21（月） 14:00 

 15:00 

 18:00 

教区改編地方協議会 
助音習礼③（別院報恩講） 
別院声明教室 

10/23（水） 14:00 

 16:00 

 18:30 

企画委員会 
掛役習礼②（別院報恩講） 
別院書道教室 

10/24（木） 9:30 

 13:30 

 14:00 

ｼｱﾀｰｻﾝｼﾞｮｰｺﾞﾎﾞｰ稽古 
報恩講合唱団練習③（ﾘﾊｰｻﾙ） 
教化ｾﾝﾀｰ 

10/25（金） 10:00 秋の別院奉仕研修 
10/26（土） 14:00 真宗学院 
10/27（日） 10:00 

 13:30 

ｼｱﾀｰｻﾝｼﾞｮｰｺﾞﾎﾞｰ全体稽古 

宗祖御命日逮夜法要 
10/28（月） 10:00 宗祖御命日日中法要 

10/29（火） 15:00 助音習礼④（別院報恩講） 

10/30（水） 13:00 女性助音習礼③ 

10/31（木） 15:00 助音習礼⑤（別院報恩講）  

 
新潟親鸞学会事務局  担当 富沢慶栄 超願寺内 
〒951-8061 新潟市中央区西堀通二番町 783 
Tel 025-222-2820  Fax 025-222-2830  Email ｃｈｏｇａｎｊｉ＠ｎｉｆｔｙ.ｃｏｍ 

新潟親鸞学会からのお知らせ 


